
 
 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 研究特区としての「グローバル最先端異分野融合研究機構」における研究力強化の取組が、戦略

的分野以外をも牽引し、大学全体の研究成果の量的・質的改善が進みつつある。URA の「企画業務型

裁量労働制」の採用など、先進的取組も見られ、本事業における取組が、成果を上げつつあるとい

え、おおむね順調に進展していることが確認された。 

○ 一方、当初構想から予算上の課題により、事業規模を縮小したため、大学全体に URA によるサポ

ートが行き届いていない部分があると考えられる。論文発表等で進捗が見られるが、限られた人材

のより効果的な活用が望まれる。 

特に優れた点 

○ 強みとされる３分野とともに、次世代の重点領域として育つ可能性のある分野をサテライト拠点

研究コアとして選出し、並行して強化を進める体制は、優れた取組である。 

○ 教員の人事評価において、先進的かつ国際水準で教育・研究を行う教員を積極的に評価する体制

を整備したことは、教員評価において先陣を切った岡山大学に相応しい先進的取組である。 

期待する点 

○ URA 配置の効果は認められるため、より特徴を出せる形で、自主財源による配置なども考慮しつつ、

特色ある分野の強化を期待したい。また、URA のキャリアパスについて、検討中の部分があることか

ら、有能な人材の確保の手段としても、早急な明確化を期待したい。 

○ 研究力強化の観点から、留学生を含む大学院学生数が減少傾向にあること、テニュアトラック教

員の全学への普及とその採用絶対数の増加、外国人教員の一層の増員も含めて、人材の質と量の更

なる強化を期待したい。 
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